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<序章 >

Engaged Buddhism(以 下、「エ ングー ジ ド・ ブ ッディズム」)と い

う言葉は、 日本では 「行動す る仏教」、「社会をつ くる仏教」、「社会

参加仏教」、「闘 う仏教」などとさまざま解釈がされているが、もと

もとはベ トナム僧 Thich Nhat Hanh(以 下、ティック・ナ ッ ト・ハー ン)

によって作 られた言葉である。 もともと、英語の 「engage」 とい う

言葉はフランス語の 「アンガージュマ ン」 とい う「政治に積極的に

参加す る」 とい う意味である。 よつて、西洋でも仏教が政治、経済、

環境など様々な視点 を通 して、社会に何かしらの関係 を持つ ことと

して 「エングージ ド・ ブッディズム」が解釈 され る。

ティック・ナ ッ ト・ハー ンとは1960年代のベ トナム戦争下で非戦

を主張 し、フランスヘの亡命 を余儀な くされた人物である。現在は、

北米・欧州・アジアと世界 を周 りなが ら布教活動、平和活動に尽力

している。

今 日、 この 「エ ングージ ド。ブッディズム」は、仏教による社会
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活動または運動 を生み出す概念 に名付けられてお り、 この概念 を基

に生 きる人々や活動が世界中に多 く見 られ る
1。

しかし、これ らの「エ

ングージ ド・ ブッディズム」の解釈 は、「各仏教諸宗派や活動・運

動内容の違い」 によ り様 々である
2。

例 えば、大乗仏教 と上座部仏

教の 「エ ングージ ド・ブッディズム」の解釈の違いは著 しい。 さら

にい うな らば、アジア仏教 と西洋仏教 との間では、「エ ングージ ド・

ブッディズム」 とい う概念が作用す る内容 自体が異なる。アジア仏

教 と西洋仏教の 「エ ングージ ド・ ブッディズム」の解釈の違いは、

いかに「実生活」に関わるかにある。アジア仏教における「エ ングー

ジ ド・ブッディズム」は、人権、社会倫理、 とい うような具体的な

実生活 レベル に密接 に関与 している。一方、西洋ではアイデンティ

ティの問題 に関与 している
3。

しかし、 このような様々な 「エ ングージ ド・ブッディズム」の解

釈の中にも共通性が見 られ る。 この共通性 とは、僧侶 と仏教徒が一

緒 になって様々な社会問題 に取 り組んでい くことにある。 この真髄

には、「仏教の中心 をなす 自己内省 とい う教 えを、生活の中に混在

す る苦に対応できるように具現化 してい くこと」である
4。

今 日、西洋における 「エ ングージ ド・ブッディズム」の研究にお

いては、「伝統的解釈」 と 「モダン的解釈」の2つ に分かれている。

しか し、 この 2つ の解釈は、 自己を正当化す ることに固執するあま

り、「苦の原因を深 く観 る」瞑想的行の概念 を考慮す ることな く研

究 を進めている。 よつて、両解釈の研究者は仏教活動・運動 と社会

との関わ りばか りを強調す るばか りに、「エ ングージ ド・ ブッディ

ズム」イ コール 「社会運動」 とい うレッテル を作 り出している。つ

ま り、なぜ 「エ ングージ ド。ブッディズム」の概念が仏教でなけれ

ばならないのか明 らかではない。 これでは、実際にこの概念 を具現

化 したとき、社会に混在す る苦の解決はもとより、逆に新たな苦を
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作 り出す危険性があるのではないだろ うか。

事実、ティック・ナ ッ ト・ハー ン自身、様々な表現で 「エ ングー

ジ ド・ブッディズム」の定義 をす るが、曖味なものが多 く誤解 も生

じやすい。 よつて、本論文では、ティック・ナ ッ ト・ハー ンの思想

に立ち返 り、西洋におけるさまざまな 「エ ングージ ド・ブッディズ

ム」の解釈 と比較 し、未だ定着 しない 「エ ングージ ド・ブッディズ

ム」の定義 と日本語訳 を西洋の研究の視点か ら 「仏教の再生」 と解

釈 したい。

第一章  ティック・ナ ッ ト・ハニ ンの 「エンゲー ジ ド・ ブッディズ

ム」の発展の背景

ティック 0ナ ッ ト・ハー ンは、臨済禅のベ トナム僧で、1966年 に

ベ トナム戦争 に対 して反戦運動 をした としてベ トナムか ら追放 され

フランスヘ亡命 した人物である
5。

しか し、亡命 を機 に、ティック 0

ナ ッ ト・ハー ンは欧州 と北米 を中心に仏教平和活動 を展開していっ

た
6。

ティック・ナ ッ ト・ハァ ンと 「エ ングージ ド・ ブッディズム」の

発展関係の背景には、ベ トナム戦争時代がある。 この時代 によつて

もた らされた数多 くある結果の一つは、ベ トナム仏教はゴ。ディン・

ジェム (Ngo Dinh Diem)政 権 と南ベ トナムカ トリック権力主義者

の 「ベ トナムの経済的独 り立ちの可能性 を破壊す る」横暴の下で苦

しめ られた とい うことである
7。

情報 も何 もかもがコン トロール さ

れ る中、ベ トナム民の苦 しみ を世界 中に露呈 したのが、1963年6月

11日 に起 こつたベ トナム僧ティック・ クァン・ ドック (Thich Quang

Duc)の 焼身 自殺である。ティック・ クァン・ ドックに続 き、36人

の仏教僧侶 と信仰者がベ トナム平和 を願 つて焼身 自殺 した
8。
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しかし、 このような状況の中、ティック・ナ ッ ト・ハー ンが 目を

向けていた批判先は、 ゴ。ディン・ジェム政権や南ベ トナムカ トリッ

ク権力主義者ではな く、ベ トナム仏教徒に対 してであつた。ティッ

ク・ナ ッ ト・ハー ンは、ベ トナム仏教は継続 されてきた伝統階級制

度に依存 してお り、仏教の中心的 目的である 「苦か らの解放」への

視点が十分ではなかったことを指摘 している
9。

ティック 。ナ ッ ト・

ハー ンの 「エ ングージ ド・ブッディズム」の概念は、 このような現

実に対す る問題意識か ら生まれた
Ю
。

第二章  ティック・ナット・ハーンの「エンゲージド・ブッディズム」

ティック・ナ ッ ト・ハー ンによれば、彼 は1950年 代 に 「エ ンゲー

ジ ド・ブッディズム」 について思考 し始めたようだ。そして、1964

年 に 「Engaged Buddhism」 とい うタイ トル で本 を出版 した。また同

時期 に書いた 「The Basic ldeal of Buddhist Youth for Social Service」 と

い うエ ッセイでは、戦争 と社会悪の時代に仏教理念 をどのように反

映 させてい くのか とい うことについて言及 している
11。 ここでは、

「仏教理念 をどう現実 (の 苦 しみ)に具体的に反映 させ るか」 とい

うことが ティック。ナ ッ ト・ハー ンのい う「エ ングージ ド・ブッディ

ズム」の概念のキーポイン トになっている。また彼は 「エ ングージ

ド・ブッディズム」の原型は 「私たちの個人の行 における自己保護

と自己治癒 を説 く仏の教 え」 と 「その経験 を世界や (他 の人へ も)

弘めること」であるとい う
12。  この原型の根底 には、 自己中心性の

姿勢か ら自己に囚われない姿勢への変革 とい う「自己内省」の過程

が腰 を据 えている。 これはティック・ナ ッ ト・ハー ンの次のような

言葉か らも読み取れ る。
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私は幼少の頃 よ り、人々 (特 に農家の方々)の実生活 を改善す

る為にも仏の教 えに生 き、行 じたい と強 く思つていた。私 を含

め、多 くの僧侶が この よ うな思いをもって仏道 を歩んだ。 (そ

の結果、)私たちにとって、「エ ングージ ド・ブッディズム」 と

い う名の 「慈悲心 をもつた正道」の活動 こそが応 えだった
B。

「エ ングージ ド・ ブッディズム」 は、ただ社会問題 と政治問題

の解決、反戦運動や社会的不平等への抗議に仏教 を 「盾にして」

使 うとい う意味ではない。まず、私たち自身が仏の教えを 「生

き方」 に取 り込まなければな らない H。

ティック・ナ ッ ト・ハー ンは自己の煩悩を翻 しそれか ら生まれ る

慈悲心の仏道の大切 さを述べている。 この 「自己内省」 とは、「自

己の煩悩 を翻す」 ことを意味す るが、 これ には自己の煩悩 を翻す こ

とで生まれて くる慈悲の心 も含まれ る。 この過程 を通 して様々な社

会活動が生み出され る。つま り、 これが 「エンゲージ ド・ブッディ

ズム」の核 となる
15。

言い換 えれば、仏教 による社会活動 には、 こ

の 「自己内省」の過程が重要 となると考えられ る。

さらに、ティック 0ナ ッ ト・ハー ンは 「仏教 を『盾 にして』」社

会活動 をしてはな らない と述べている。 これは、 もし 「自己内省」

とい う過程が十分でなければ、かえって社会活動 を通 して新たな暴

力や苦 しみが生まれてしま う危険性 もあるとい うことを示唆 してい

る。

ティック・ナ ッ ト 0ハー ンの 「エ ングージ ド‐ブッディズム」に

おいて、「私 自身」の 目覚 めこそがその原型であると理解 した。 こ

の 自己内省的過程 を通 して 自己と他者の境界 を霞ませ るような、皆

の幸せ を願 う慈悲心が生まれ、その心が具現化 され実生活の問題 に
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対応 して様々な仏教 による社会活動が生まれて くるのである“。

第二章 今日の西洋における「エンゲージ ド・プッディズム」の研究

今 日、西洋において 「エングージ ド・ブッディズム」の概念の研

究は、「伝統的解釈」 と「モダン的解釈」の 2つの解釈に分かれる。

伝統的解釈者は、「エングージ ド・ブッディズム」 とい う概念は仏

教の過去の歴史から継続 されてきたものだと主張し、モダン的解釈

者は、過去にはない 「新 しい」概念 として解釈する
17。 では、どの

ような解釈なのか考察してみたい。

第二章 第一節 伝統的解釈者

この部類 に認識 され る研究者 は、仏教の社会的役割の歴史の中か

ら、仏教 と社会 との関わ りを見つけ、それで 「エ ングージ ド・ブッ

ディズム」 とい う概念の歴史的継続性の裏付けをす る。 しかし、彼

らは社会 と仏教の接点、つま り仏教の社会性 に注 目す るだけで、そ

の内容 を問お うとしない傾向がある。 もし仏教の社会性だけに焦点

を置けば、過去 における戦争協力や差別肯定に関る活動までも仏教

社会的貢献 として見なされてしま うのではないだろ うか
18。

ここで生 じる疑間は、なぜティック・ナ ッ ト・ハー ンは自分の概

念 をまとめた 「エ ングージ ド・ブッディズム」 とい う言葉 を作 らな

ければな らなかったのか とい うことである。 もし、ただの仏教 によ

る社会活動 を強調 したいだけであるな らば、歴史的に見ても仏教 と

社会の関わ りは確かに存在 し、わ ざわ ざ「エ ングージ ド・ブッディ

ズム」 とい う概念 を作 る必要はなかったのではないだろ うか。 ここ

には、ベ トナムの歴史にみ られ る仏教 による社会参加 は彼の理想 と
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する仏教の社会性 とは異なるとい うことを明確 にす る意図があつた

のではないか と思われ る。だ とすれば、仏教 と社会 との関係 を、内  エ
ン

容を問うことなく肯定する伝統的解釈は、ティック・ナット・ハー  γ

ンの意図とは異なることになるだろう。               ド

ブ
ツ

ア

第二章  第二節  モ ダ ン的解 釈者                  ィ
ズ
ム

この解釈における研究者は、仏教 と社会の歴史的関わ りをまった  9
く否定するかまたは、間接的にまたは潜在的にはその関わ りを認め  香

るという立場をとりながら、「エングージド・ブッディズム」の概  呆
念は 「新 しい」 ものであると主張す る。Thomas Freeman Yamall(コ   訳

ロンビア大学教授)は、 この複雑 なモ ダン的解釈者の議論 を5つ の

ポイ ン トにまとめている
19。

① 伝統仏教は社会的に従事していない。

② 今日の世界は、過去にはない社会的・政治的問題に直面して

い る。

③ 今日の西洋社会政治理論はユニーク且つこれまでにない分析

と解決を示す。

④ 伝統仏教が社会に対応するのは難しい。

⑤ 今日の西洋社会政治理論は仏教の潜在性を引き出し、仏教に

よる社会参加 (西洋仏教)と いう新たな合成物を作 り出せる。

5つの議論のポイントから、モダン的解釈者も主に仏教の社会性

に焦点を当て、「エングージ ド・ブッディズム」は「新しい」概念

であることの裏付けをしているように見える。この5つ ポイントに

おいて、「新しい」という意味は、「伝統を問うていく」ということ
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であろ う。

一方、ティック・ナ ッ ト0ハー ンの 「エ ングージ ド。ブッディズム」

の概念 において、「新 しい」 とい うのは、仏の教 えを持 つて生活 を

営む とい う自己内省の中で 自然 と生まれて くる行動の過程 を意味す

る
20。

ょって、一見 「伝統 を問 うてい く」 とい う意味は、ティック・

ナ ッ ト・ハー ンのい う「エ ングージ ド・ブッディズム」の概念 と一

致 しているように見えるが、社会 に従事 してい く主体が私たち自身

ではな く、仏教 となってお り、 自己を問 う過程がない とい う点で大

きく異なる。ティック・ナ ッ ト・ハー ンにとつて、仏教 に生 きる 「人

間」が社会 と携わってい くことが重要 となるのではないだろ うか。

第二章 第二節 伝統的解釈者 とモダン的解釈者の共通する特徴

「エ ングージ ド・ブ ッディズム」の概念の伝統的解釈 とモダン的

解釈 には、共通の特徴がある。それは、双方 とも社会改革 に対す る

意識が強いように感 じられ ることである。ティック・ナ ッ ト・ハー

ンの 「エ ンゲージ ド・ ブッディズム」の概念の中心は、私たち自身

が仏の教 えに生 き、その中で直面す る様々な問題 に仏教の根本的行

である自己内省 を通 して取 り組んでい くことである。 しかし、両解

釈 は、「自己内省」 にはあま り関心が向け られてお らず、両解釈者

の思想 と仏教の繋が りが見えに くい 21。
言い換 えれば、なぜ 「エ ン

グージ ド・ブッディズム」の概念が仏教でなければならないのかが

説明されていないのである。

第四章 「エンゲージ ド・ プッディズム」の定義 と日本語訳

「エ ングージ ド・ ブッディズム」 は仏教社会活動及び運動 を生み

-50-



出す概念の言葉であ り、その活動や運動の内容は一つひ とつ異な

る。それによって、西洋では「エングージ ド・ブッディズム」はティッ

ク・ナット・ハーンの思想を通して、政治、経済、生態学など様々

な視点から定義 される。現在、「エングージ ド・ブッディズム」 と

その対象 となる問題の関係は、倫理、人権、非暴力、正義 といった

様々な分野へと拡が りをみせている。このような複雑な状況下、「エ

ングージ ド・ブッディズム」はどう一つに定義され 日本語訳できる

のだろうか。

ジェームズ。メディソン大学教授のSallie B.Kingは 、「『エングージ・

ブッディズム』は場所や宗派の違いによって定義されるべきではな

く、『他を思 う関心』 と『仏道の具現化』 とい うことから定義 され

るべき」であるとい う
22。 これは、ティック・ナット・ハーンの思

想に精通し、また数多 くある定義の中で一つの大きな支柱 となる定

義の可能性を示 している。

「エングージ ド・ブッディズム」の出発点は、「私たちは仏の教え

に生きる者 として他の者のために何ができるだろうか」(what can

I Do for You?)と い う問いと、「私たちは仏の教えの中でどう生きる

のか」(HOw Do We Live within Buddha's Teachings?)と いう問いである。

この問いという種から「エングージ ド・ブッディズム」 と呼ばれる

活動や運動 とい う芽が出てくるのではないだろうか。

「エングージ ド・ブッディズム」 とは、「自己内省」、「他者への関

心」、「苦に対する適切な行動 と運動」 とい う一連の自然の流れを促

進する概念である。この考え方に、ティック・ナット・ハーンが 「エ

ングージ ド・ブッディズム」 とい う概念の言葉をつ くらなければな

らなかった理由を加えれば、「ェングージ ド・ブッディズム」は 「仏

教の再生」 (]遮VITALIZING BLrDDIIISM)と して解釈できないだろ

うか。未だ歴史と伝統に埋まっている 「平和な社会」のための仏の
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教えの潜在性は、「私 自身」が様々な苦 とい うものに信仰を持つて

向き合つてい くことで発揮 される。言い換えるならば、私たちは己

の仏教の理解を反省 し、己に 「仏教を信仰する者 として他者に何が

できるか」 とい うことを問い続けなければならないとい うことだ。

「仏教の再生」には 「私」 とい う主体性が必要であ り、その 「私」

がこの現実に混在する苦に対し、己を問いまたそれに応えていこう

とする姿勢により、仏の教えに新たな活力が吹き込まれていくので

はないだろうか。

結論

本論文では、ティック 0ナ ッ ト・ハー ンの 「エングージ ド・ ブッ

ディズム」 とい う概念 を、彼のベ トナム戦争時の経験やそれに対す

る思いを中心に考察 し、それは様々な生活の中に混在す る苦に 「私」

が 「自己内省」 を通 して向き合い、それに応 じた行動が仏道の具現

化 として 自然 と生まれ る一連の流れを促進す るもの と理解 した。

しかし、現在 「エ ングージ ド・ブッディズム」 を第三者的立場か

ら研究す る西洋の研究者 は、「伝統的解釈者」 と 「モダン的解釈者」

に分かれている。彼 らの研究は、 自らの解釈の裏づけに固執す るあ

ま り、ティック・ナ ッ ト・ハー ンの概念の中心 となる 「自己内省」

にはあま り触れてお らず、結果 としてなぜ 「エンゲージ ド・ブッディ

ズム」 とい う概念が仏教に基づいているのか とい う点が読み取 りに

くくなって しまっている。

これ らのことを総体的に考慮 し、「エ ングージ ド・ブッディズム」

の再定義 と日本 語訳 を試 みれ ば、「仏教 の再生」 (]旺ⅣITALIZING

BUDDIIISM)と なるであろ う。眠つている仏の教 えを、「私 たち自

身」で呼び起 こしその教 えの意味は変えず、新たな活力 を吹き込む
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のだ。従つて、教えはさらなる活力を得、私たちの実生活に反映し、

それは時 として小さな運動や大きな運動へと繋がるであろう。     エ
ン
グ

|

ジ
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